
北朝鮮のミサイル発射に対し日本政府は、危機を煽り「敵基地攻撃能力」を

強めようとしています。軍事に対し軍事で対応すれば戦争につながりかねませ

ん。日本共産党は、国連安保理決議に違反している北朝鮮に強く抗議すると共

に、国際社会の結束した働きかけを呼びかけています。

東南アジアの国々を何度も訪問して、この地域で目をみはるような平和の地

域共同体がつくられていることに驚き、この流れを北東アジアにも広げようと

いうのが私たちの提唱です。

東南アジアでも、かつては、1960年代～70年代までは、ベトナム戦争など

互いに戦争をやっていました。ところが今では、東南アジアで戦争が起こると

いうことは考えられなくなっています。なぜそう変わったかのか。

1976年にTAC＝東南アジア友好協力条約を結び、武力行使を禁止し、あら

ゆる紛争問題を平和的な話し合いで解決することを地域のルールにして実行し

ています。中国が覇権主義的な行動をやる、アメリカも影響力を強めるために

いろいろな行動をするが、ASEAN（東南アジア諸国連合）はどんな大国の言

いなりにもならない自主的なまとまりとして団結を保ちながら前進しています。

年間1000回もの会合をやって、紛争を戦争にしない―紛争の平和的解決を

実践しています。私たちの呼びかけの「北東アジア平和協力構想」は北東アジ

ア版のTACを結んで、あらゆる紛争問題を平和的に解決していくことを域内の

ルールとして確立することです。

明
姫
幹
線
の
す
ぐ
南
に
建
つ
中
野
の
昌

福
寺
境
内
に
巨
大
な
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
（
二
〇
一
四
年
）
六
月
に
完
工

し
た
山
門
工
事
直
前
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

山
門
の
部
材
と
共
に
廃
業
さ
れ
た
木
戸
酒

造
か
ら
移
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
加
古
川
市
に
酒
蔵
は
一
か
所
、

平
岡
は
零
で
す
。
昭
和
10
年
度
の
平
岡
村

村
勢
要
覧

に
は
清
酒

所
二
ヵ
所

と
な
っ
て

い
ま
す
。

私
の
記
憶

に
は
高
畑
に
上
田
酒
造
が
あ
り
ま
し
た
。

隣
の
別
府
町
で
も
多
木
酒
造
が
手
枕
と
い

う
銘
柄
の
酒
を
造
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
建
物
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

中
野
の
木
戸
酒
造
は
国
の
花
を
造
っ
て

い
ま
し
た
。
甘
口
で
飲
み
や
す
い
酒
で
し

た
。
灘
の
酒
を
意
識
し
て
西
灘
だ
と
自
慢

し
て
い
ま
し
た
。
但
馬
杜
氏
、
新
温
泉
町

湯
本
の
荒
湯
の
傍
に
あ
る
「
杜
氏
館
」
で

も
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
の
銘
酒
で
し
た
。

し
か
し
中
小
酒
蔵
の
経
営
は
苦
し
く
蔵
元

の
突
然
死
も
あ
り
廃
業
、
歴
史
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
跡
地
は
お
し
ゃ
れ
な
住

宅
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

伝
説
の
銘
酒
で
す
。
地
方
の
名
酒
が
な
く

な
っ
て
い
く
の
は
非
常
に
残
念
で
す
。

山
の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館
館
長

木
戸
久
裕

食
品
や
日
用
品
の
値
上
げ

が
相
次
ぎ
、
灯
油
も
36

％

（
前
年
比
）
上
が
り
、
寒
い

冬
の
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
な
の
に
、

岸
田
政
権
は
年
金
を
０
・
４
％
引
き
下
げ

る
と
発
表
。
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
の
に
「
聞

く
耳
」
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
１
機
１
０
０
億
円
も
の
戦
闘

機
を
１
０
０
機
も
爆
買
い
。
こ
れ
も
税
金

で
す
、
怒
り
ま
し
ょ
う
。

平
岡
町
内
街
道
散
策
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市
住
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

学生オンラインゼミで志位委員長が語る

北東アジアの平和
話し合いのテーブルを本当に実現できる

かこむ２階会議室A

３ 月 1５ 日（火）

18 時15 分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

立花市議と林明仁司法書士が対

応します。申し込みは立花議員

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

短
歌
投
稿

喜
瀬
川
の
土
手
が
流
さ
れ
る

喜
瀬
川
台
団
地
の
内
、
４
階
建
て
３
棟

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨

年
１
基
が
設

置
さ
れ
稼
働

し
て
い
ま
す

が
、
残
り
２

基
が
間
も
な

く
完
成
し
ま

す
。

公
園
の
梅
見
る
人
は
犬
連
れ
で

イ
ヌ
に
も
衣
装
赤
い
胴
巻
き

親
子
農
園
で
ト
ン
ド
焼
き

東山に新公民館できる

移
動
し
た
巨
大
石
灯
籠

平
岡
最
後
の
造
り
酒
屋

昨
年
８
月
に
土
山
の
明
治
飼
料
が
解
体

さ
れ
ま
し
た
が
、
更
地
か
ら
流
れ
出
し
た

雨
水
が
喜
瀬
川
の
土
手
を
浸
食
し
て
い
ま

す
。
９
月
に
応
急
復
旧
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
浸
食
が
進
ん
だ
も
の
で
す
。

立
花
市
議
は
、
「
早
急
に
雨
水
の
垂
れ

流
し
を
止
め
て
欲
し
い
」
と
の
地
域
住
民

の
声
を
聞
き
、
現
地
を
視
察
し
、
担
当
者

に
対
策
を
求
め
、
補
正
予
算
化
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

東山に二階建ての公民館が新設さ

れました。おめでとうございます。

１
月
８
日
（
土
）
９
時
か
ら
中
野
親
子

農
園
で
ト
ン
ド
焼
き
が
あ
り
ま
し
た
。
文

字
練
習
の
半
紙
の
燃
え
た
灰
が
高
く
上
が

る
と
字
が
き
れ
い
に
な
る
と
書
初
め
や
、

し
め
飾
り
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。

市
の
広
報
２
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
中
野

親
子
農
園
で
は
、
休
耕
田
を
利
用
し
て
親

子
で
野
菜
作
り
。
傍
ら
で
田
植
え
や
芋
ほ

城
の
宮

大
中

肇

検索日本共産党 ｗｗｗ.Jcp.or.ｊｐ/
崩れた土手を視察する立花市議

（
昌
福
寺
の
境
内
に
あ
る
石
灯
籠
）

り
、
し
め
縄
づ
く
り
な
ど
の
体
験
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
ト
ン
ド
は
レ
ン
ズ
を
使
っ

て
太
陽
熱
で
点
火
し
ま
し
た
。

点火直後のトンド

小
銭
の
両
替
が
有
料
化
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
て
１
円
、

５
円
、
10
円
の
３
種
に
分
け
て
20
年
以
上

貯
め
て
き
た
小
銭
を
農
協
に
持
ち
込
む

と
「
う
ち
は
、
貯
金
な
ら
無
料
で
受
け

入
れ
る
が
、
数
え
て
来
て
く
れ
」
と
の

こ
と
。

体
重
計
で
重
さ
を
測
る
と
約
20
キ
ロ
グ

ラ
ム
あ
り
、
個
数
は
１
円
が
３
９
５
０
個
、

５
円
が
１
０
０
０
個
、
10
円
が
３
１
８
０

個
、
合
計
８
１
３
０
個
も
あ
り
ま
し
た
。

塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
・
・
で
す
ね
。

小
銭
の
両
替
あ
り
が
と
う
農
協
さ
ん


